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インターバンクの声 （2016 年 9 月 13 日） 
 

米連邦準備制度理事会（FRB）高官の講演内容を事前に知っていたわけではない

だろうが、102 円台中盤前後で耐えていた円相場は、東京時間の夕方からにわかに

円買い・ドル売りに動き始めてしまった。欧州市場で株安が進んでいたことも円買い

を促し、ニューヨーク市場の早い時間にアトランタ連銀のロックハート総裁、ミネアポリ

ス連銀のカシュカリ総裁が相次いで利上げに対し「切迫性がない」ことや「急ぐ必要

はない」との考えを表明したことが伝わると、101 円 70 銭台まで円買いが進んだ。そ

の後、数時間は 102 円前後に戻す場面もあったが、ブレイナード FRB 理事が「利上

げには慎重さが必要」、「早期の政策引き締めに説得力がない」とまで語ったことが

円買い・ドル売りへのダメ押しとなった。タカ派的な高官発言が相次いだ後、昨日は

3 人ともハト派的発言をしたことには、いささか連邦公開市場委員会（FOMC）前の

FRB の意図的な演出があったのではとも疑いたくなるが、これで９月の利上げの可

能性が再び大幅後退してしまった。それでも週後半には小売売上や消費者物価指

数などの発表もあり、僅かながら物価上昇の確認によってブレイナード理事発言の

根拠が崩される可能性も残っている。 
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